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さんぶ野菜ネットワークの事務局
長・下山久信さん（右）は、メンバ
ーからも就農希望者からも頼りに
される存在です。

30
年
に
わ
た
り
農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
、

野
菜
を
育
て
続
け
る

さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
千
葉
県
山
武
市
）。

10
年
前
、新
規
就
農
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
種
は
今
、確
実
に
芽
吹
い
て
い
ま
す
。



　
温
暖
な
気
候
と
首
都
圏
と
い
う
立
地
か

ら
、
農
業
が
盛
ん
な
千
葉
県
。
太
平
洋
を

望
む
真
っ
直
ぐ
な
海
岸
線
・
九
十
九
里
浜

の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
山
武
市
に
あ

る
の
が
、
人
参
を
は
じ
め
レ
タ
ス
や
ほ
う

れ
ん
そ
う
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
大
地
を

守
る
会
に
野
菜
を
出
荷
し
て
い
る
さ
ん
ぶ

1 ブロッコリーの収穫や人参の洗浄など、＂師
匠＂の修弘さんのもととにかく実践。
2 緑肥として育てているライ麦。土に混ぜ込
むことで病害虫を抑制します。

野
菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
1
9
8
8
年
、

29
名
の
農
家
で
山
武
農
協
内
の
有
機
部
会

と
し
て
発
足
さ
せ
、
2
0
0
5
年
に
独
立
。

現
在
は
、
50
名
の
農
家
が
農
薬
や
化
学
肥

料
に
頼
ら
ず
、
年
間
約
60
品
目
の
野
菜
を

育
て
、
そ
の
畑
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

「
今
、
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
70
歳
過
ぎ
の

5
人
、
60
歳
過
ぎ
の
5
人
に
は
後
継
者
が

い
な
い
ん
だ
よ
。
日
本
全
体
を
見
て
も
、

基
幹
的
農
業
従
事
者（
仕
事
と
し
て
普
段
、
主

に
農
業
に
従
事
す
る
者
）の
数
は
、
こ
の
3
年

間
で
30
万
人
以
上
減
少
し
て
い
る
※
。
農

地
の
面
積
も
減
っ
て
い
て
、
耕
作
放
棄
地

は
増
え
て
い
る
。
山
武
市
内
の
耕
作
放
棄

地
も
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
と
思
う
よ
。

有
機
農
業
ど
こ
ろ
か
、
農
業
そ
の
も
の
や

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
な
く
な
る
。

食
糧
を
作
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
、
こ
れ

か
ら
日
本
は
大
変
に
な
る
。
皆
、
危
機
感

が
足
ら
な
い
ん
だ
よ
」。
一
面
に
人
参
が

植
わ
っ
て
い
る
畑
の
間
に
耕
作
放
棄
地
が

ち
ら
ほ
ら
と
見
え
る
風
景
の
中
、
車
を
走

ら
せ
な
が
ら
話
す
の
は
、
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
長
・
下
山
久
信
さ

ん
で
す
。
若
い
頃
、
連
作
障
害
や
農
薬
散

布
に
よ
る
体
調
不
良
に
苦
し
む
農
家
を
見

て
、
近
隣
で
行
わ
れ
て
い
た
微
生
物
農
法

に
関
心
を
持
ち
、
発
足
時
か
ら
さ
ん
ぶ
野

菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
そ
こ
で
、
増
え
て
い
る
新
規
就
農
者
が

2019年6月に独立して農家デビューする大
倉功さん。購入した土地を、天地返しで通気
性・排水性がよく、微生物が棲みやすい土壌
にしている真っ最中でもあります。
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キ
モ
だ
と
考
え
て
、
10
年
前
か
ら
新
規
就

農
制
度
を
始
め
た
ん
だ
よ
」。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
た
か
と
思
え

ば
、
収
穫
し
終
え
た
人
参
を
洗
う
な
ど
、

テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
進
め
る
の
は
大
倉
功

さ
ん
。
メ
ン
バ
ー
で
下
山
さ
ん
の
息
子
・

修
弘
さ
ん
の
も
と
で
、
研
修
生
と
し
て
農

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
新
規
就
農
制
度
は
、
2
年
ま

た
は
4
年
、〝
師
匠
〞
と
な
る
メ
ン
バ
ー

の
も
と
、
一
緒
に
農
業
に
取
り
組
ん
だ
の

ち
に
独
立
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
大
倉

さ
ん
は
い
よ
い
よ
2
0
1
9
年
6
月
に
独

立
し
て
農
家
デ
ビ
ュ
ー
予
定
。
購
入
し
た

土
地
で
、
修
弘
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
太
陽

熱
消
毒
や
緑
肥
の
混
ぜ
込
み
な
ど
を
終
え
、

天
地
返
し
で
通
気
性
・
排
水
性
が
よ
く
、

微
生
物
が
棲
み
や
す
い
土
壌
に
し
て
い
る

真
っ
最
中
で
も
あ
り
ま
す
。

「
土
作
り
か
ら
出
荷
ま
で
と
に
か
く
実
践

で
、
体
で
覚
え
る
感
じ
で
す
。
修
弘
さ
ん

は
法
人
化
し
て
複
数
の
メ
ン
バ
ー
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
チ
ー
ム
で
や
る
農
業
も
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
独
立
し
た
ら
ま

ず
人
参
や
ト
マ
ト
な
ど
を
育
て
て
、
天
候

不
順
の
た
め
に
ハ
ウ
ス
栽
培
に
も
取
り
組

み
た
い
で
す
」。
医
療
関
係
の
家
族
が
多

く
、「
だ
っ
た
ら
病
気
に
な
る
前
か
ら
予

防
す
る
食
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
」
と
決
心
し

た
大
倉
さ
ん
は
、
す
で
に
独
立
後
の
こ
と

を
具
体
的
に
描
い
て
い
ま
す
。〝
師
匠
〞

の
修
弘
さ
ん
は
、「
他
で
は
あ
ま
り
実
践

さ
せ
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、

う
ち
は
注
意
す
べ
き
点
く
ら
い
を
伝
え
て
、

『
で
き
な
く
て
も
考
え
て
や
っ
て
み
て
』っ

て
。
自
立
し
た
時
に
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
ね
。
大
倉
く
ん
は
真
面
目
で
ビ
ジ

ョ
ン
も
あ
る
し
、
3
〜
4
年
し
た
ら
軌
道

に
乗
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」。
最
初
は
手

探
り
で
新
規
就
農
制
度
を
始
め
た
父
の
も

と
、
そ
の
新
規
就
農
者
1
号
で
あ
る
修
弘

さ
ん
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
、
大
倉
さ
ん

を
力
強
く
、
ま
た
温
か
く
見
守
り
ま
す
。

　
車
で
少
し
移
動
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
畑

で
人
参
を
収
穫
す
る
の
は
、
就
農
8
年
目

の
江え

波ば

戸と

康
裕
さ
ん
。「
畑
・
作
業
小
屋・

家
が
セ
ッ
ト
の
物
件
を
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」。

さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
会
で
出

会
っ
た
、
同
じ
く
新
規
就
農
者
の
妻
・
澄

子
さ
ん
と
行
う
畑
仕
事
を
、
下
山
さ
ん
は

と
き
ど
き
見
に
来
ま
す
。「
下
山
さ
ん
は

空
い
て
い
る
畑
の
有
無
や
、
栽
培
技
術
の

勉
強
会
の
開
催
情
報
な
ど
も
教
え
て
く
れ

る
ん
で
す
。
新
規
就
農
の
若
い
仲
間
と
は
、

ス
マ
ホ
で
素
朴
な
疑
問
を
聞
く
な
ど
の
や

り
と
り
も
し
て
い
ま
す
」
と
は
澄
子
さ
ん
。

2
0
1
9
年
も
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
江

波
戸
さ
ん
は
、〝
師
匠
〞
へ
の
道
も
歩
み

始
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
規
就

農
制
度
で
、
2
0
1
9
年
も
5
名
の
農
家

が
生
ま
れ
ま
す
。「
日
本
全
体
で
就
農
す

る
人
の
3
割
く
ら
い
が
有
機
農
業
を
選
ん

で
い
る
と
感
じ
る
。
一
方
、
異
常
気
象
や

地
震
で
農
業
生
産
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

で
も
だ
か
ら
こ
そ
、
農
業
も
生
き
方
も

〝
つ
な
が
り
〞が
大
事
。
助
け
て
く
れ
る
か

ら
。
1
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
」。

畑
を
見
つ
め
る
下
山
さ
ん
は
、
ど
こ
ま
で

も
温
か
い
眼
差
し
で
す
。

　
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
食
べ

物
を
生
み
出
す
生
業
・
有
機
農
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
人
と
こ
れ
か
ら
担

う
人
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
次
は
、

そ
の
恵
み
を
私
た
ち
が
食
べ
つ
な
い
で
い

く
番
で
す
。

3 洗浄機「ピカ1」で、さらに“ぴかぴか”にな
った収穫したての人参。
4 下山さんファミリーは息子・修弘さん（右）、
息子の妻・幸恵さんとひ孫の藍くん（右から2
番目）、孫の紗希さん（左）と4世代まで元気で
す。
5 不揃いの人参は、ジュースなど加工品の材
料になります。
6「アトピーで食事療法をやったことがきっ
かけ」で食に関心を持った江波戸康裕さん
（右）。バックパッカーでの旅を経て、「キレイ
だけど個性がない作物より、個性のある生き
生きとした作物を作る有機農業がかっこい
い」と思った妻・澄子さん。
7 小さい時からみんなと野菜と一緒です。
8 新規のメンバーの畑を見て回る下山さん
も、「大きく立派に育ってる」と嬉しそう。

※異なる産地のものが届く場合があります。
※小さいもの、一部傷のあるものを
　お届けする場合があります。
　また、洗い人参でお届けする場合があります。
※同時配布のカタログ『ツチオーネ』108号も
　合わせてご覧ください。

未来への想いも込めて
人参 800g
1021
800g  398円（税込430円）

3

5

78

6

4

※　
農
林
水
産
省
2
0
1
8
年

　

  「
農
業
労
働
力
に
関
す
る
統
計
」参
考

Photo : Taro Terasawa　Text : Maiko Oasa　Design : Better Days



イベ ント

有
機
の
畑
や
食
材
を
広
げ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
下
山
さ
ん
を
は
じ
め
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
、〝
つ
な
が
り
〞の
大
切
さ
に
改
め
て
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、ま
さ
に
生
き
方
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
。
皆
で
手
を
取
り
合
い
、笑
顔
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。（
編
集
部
・
大
麻
）

イベント名 参加人数 会員番号

参加者の氏名 参加者の氏名性別 性別アレルギーの有無 アレルギーの有無学年・年齢 学年・年齢

メールアドレス（事前連絡が可能で添付ファイルが受信可能なもの） 携帯電話番号（当日連絡が可能なもの）

人

ソーシャルコミュニケーション部行2 0 1 9 年 2 月 号   イベント参 加 申 込 書

発行 オイシックス・ラ・大地株式会社
 東京都品川区大崎1-11-2  
 ゲートシティ大崎イーストタワー5階
 TEL 050-5306-8513

https://takuhai.daichi-m.co.jp/Information/8

＊複数のイベントにお申込みされる場合や記入しきれない場合は、「連絡便」などに必要事項を明記の上、ご提出ください。

備考（会員として登録された「住所」と異なる方がいらっしゃる場合はその方の住所、他連絡事項がある場合はその旨をご記入ください。）

＊ご家族の場合、代表者の分のみをご記入ください。

お問合せ
オイシックス・ラ・大地
ソーシャルコミュニケーション部
TEL●050-5306-8513
E-mail●csr@member.daichi.or.jp

注意事項
当社は、大地を守る会のイベント及び大地
を守る会が告知する他団体のイベントにお
申込みいただく際、ご記入いただく個人情
報を、お申込み内容に関する確認、参加者
への連絡、抽選、抽選結果連絡、お問合せ
に対する回答、非常時に関する対応、イベ
ントの質向上管理のために利用させていた
だきます。なお当社は、イベント等を旅行
業者に業務委託する場合があります。この
場合、個人情報を開示することがあります。
業務委託にあたっては、個人情報の保護に
関する契約を締結し、業務委託先が契約を
遵守するよう必要かつ適切な管理及び監督
を行います。上記に同意の上お申込みくだ
さい。個人情報の取扱いに関するその他の
条件については、当社ウェブサイトの個人
情報保護方針をご確認ください。

お申込みはWEB
または右記申込書を
注文書と一緒に
ご提出ください
大地を守る会  イベント 検索

大人も子どもも一緒に収穫！　春の産地交流会

2019.3.24（日）11:30～14:00
春の三浦・大根収穫祭

三浦半島の西岸、遠くに海が一望できる
広い畑での大根収穫体験です。迎えてく
れるのは、大根やキャベツの生産者でお
なじみ黒崎研究会（神奈川県三浦市）の皆
さん。大きな大根も意外と簡単にすぽん
と抜けて、子どもたちもにっこり。収穫
後は、黒崎研究会のお母さんたちが作っ
た大根汁で身も心も温まりましょう。大
根をいっぱい抜いて、収穫のお手伝いを
してみませんか?

DA T A
黒崎研究会の大根畑（神奈川県三浦市）
※京浜急行久里浜線「三崎口駅」より徒歩20分
※現地集合・解散です。
なし
大人（中学生以上）●1,000円、
子ども（3歳以上）●500円、3歳未満●無料
※大人3本、子ども1本の大根をお持ち帰りいただけます。
150名
3月8日（金）まで
大地を守る会 ソーシャルコミュニケーション部

会場 . . . . . .

駐車場 . . .
参加費 . . .

定員 . . . . . .
申込 . . . . . .
主催 . . . . . .

※お持ち帰りの大根は、現地からご希望の場所へ
　宅急便で送ることができます（有料）。

1 生産者と一緒に畑仕事。 
前半はお持ち帰り用、
後半は出荷用を収穫します。
2 とれたての大根が
たっぷり入った大根汁。 
3 一人でできて、達成感あり！ 

1 届いたたくさんの古着を
みんなで選別していきます。
2 昼食はパキスタンカレーです。

32

この時期はさまざまな品種の
ツバキが咲いています。

毎回好評をいただいている「都会の自然
観察会」。今回は東京都調布市にある神
代植物公園を歩きます。この時期は、ツ
バキの品種群が色とりどりの花を咲かせ
ています。博学多識な講師からの、植物
の生態や植物園の歴史、動植物にまつわ
る文化などのお話もお楽しみに。

身近な自然、意外な発見！
都会の自然観察会 in 神代植物公園
2019.3.10（日）10：30～14：30

DA T A
会場 . . . . . .

駐車場 . . .
講師 . . . . . .
参加費 . . .

定員 . . . . . .
申込 . . . . . .
主催 . . . . . .

神代植物公園（調布市）
※京王線「調布駅」よりバス20分
※現地集合・解散です。
あり（有料）
樹木医・石井誠治さん
大人（中学生以上）●500円、
子ども(小学生以下）●無料
※入園料は別となります。
20名
2月27日（水）まで
大地を守る会 
森と木の住まいづくりフォーラム

DA T A
会場 . . . . . .

駐車場 . . .
講師 . . . . . .
参加費 . . .
定員 . . . . . .
申込 . . . . . .
主催 . . . . . .

NPO法人JFSAの倉庫（千葉県千葉市）
※JR「千葉駅」東口よりバス15分
※現地集合・解散です。
あり（無料）
NPO法人JFSAのスタッフ
無料
8名
2月22日（金）まで
大地を守る会 
ソーシャルコミュニケーション部

大地を守る会の会員の皆さんにお送りい
ただいた古着はパキスタンに送られ、現
地で販売された売上はスラムの学校の運
営資金に充てられています。今回は、パ
キスタンに送る前の古着の選別作業を行
います。海外支援の活動報告と昼食のパ
キスタンカレー付き。

海外支援の裏方作業をしてみませんか？
古着の仕分けを体験してみよう！
2019.3.30（土）10：00～13：30

※汚れてもよい
　服装でご参加ください。

1

1

2

1 チョコレートの原料は
カカオの種「カカオ豆」。
2 カカオの産地・パプアのお話も聞けます。
3 ほろ苦くも香り高い
〝古代風チョコレート〞作りにみんなで挑戦。

チョコ好きの大人からお子さんまで

2019.3.16（土）10:00～12:00
 〝古代風チョコレート〞を作ってみよう！

紀元前1000年頃、カカオの原産地の中
南米でカカオ豆をすりつぶしたものが食
され、その後、ヨーロッパに運ばれて今
日私たちが知る形になったチョコレート。
インドネシア・パプア州で小規模生産者
の皆さんがていねいに育てたカカオを使
い、少しビターな仕上がりの＂古代風チ
ョコレート＂を手作りします。カカオの
産地とフェアトレードのお話も聞けます。
さぁ、奥深いチョコレートの世界へ。

DA T A
オイシックス・ラ・大地 
Osaki Kitchen Studio（品川区）
※JR「大崎駅」南改札口より徒歩5分
オルター・トレード・ジャパンのスタッフ
500円　※材料費を含みます。
18名
2月27日（水）まで
大地を守る会  
ソーシャルコミュニケーション部
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